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～みんなで力を合わせてくらしやすい地域社会をつくろう～ 
 

はじめに 
      

平成 18 年度からスタートした区民会議は、“誰もが住み良いまちづくり”を目指し、

「地域の課題を地域で解決するために、区民自身で調査審議して具体的な解決策を提案す

る場」として運営されています。 

平成24年5月に20人の委員でスタートした第4期の宮前区区民会議の活動は、これ

までに全体会を4回、企画部会を5回、準備部会を２回、二つの専門部会を計１０回、フ

ォーラムを 1回開催しながら、活発な調査・審議を進めてきました。平成 25 年 3 月で、

二年間の任期の折り返し点に来ましたので、これまでの調査審議の内容を中間報告書とし

てまとめました。 

 

現在、調査・審議は２つの専門部会を中心に行っており、このうち「環境を活かした人

づくり部会」では、スポーツの推進や花・緑・川などの身近な環境の活用などをテーマに

審議を進めています。区内の公園や緑地を舞台とした市民活動の先進事例に学びながら、

地域を担う人材育成につながる提案を模索しています。 

 

「心を育てる地域と世代部会」では、町内会・自治会・子ども会の活性化、子育て親の

地域意識醸成、子どもの教育支援、定年後の生きがい探しや孤独死・孤立死対策などをテ

ーマに審議を進めています。“心の教育”をキーワードに、区内市立小学校を対象とした地

域との連携調査アンケートの実施・結果分析なども踏まえながら、地域内における世代間

の交流を促進することによって区民の心を育む提案を模索しています。 

 

平成 25 年 3 月には、第 1 期から第 3 期の区民会議の提案に関する区内の市民活動等

の現場を参加者と共に体験しながら、世代間交流を図り、地域について語り合うフォーラ

ム「みやまえ探検！発見！ ウォークラリー トークラリー」を開催し、参加者の交流と

ともに区民会議に対する理解も深めていただけたと思います。 

 

残り約1年の任期においても、委員間での話し合いだけではなく、区内の市民活動の現

場に学びながら、より多くの区民を巻き込んでの地域の課題解決、自治につながる提案の

ための調査・審議を進めてまいります。 

 

平成2５年 3月                

 宮前区区民会議委員長  直本 享子 
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第１章  審議課題の選定       （24・25 ページ：資料編参照） 
 

 

第 4 期の宮前区区民会議は区内の各種市民活動団体からの推薦委員14名、公募委員3

名、区長推薦委員3名の計20名の委員で調査・審議を進めています。 

 

 

 

 

 

 
 

 

                  
 

１  地域課題把握アンケートの実施（47 課題の抽出） 事前打合せ会～第 1回会議
 

■区民会議事前打合せ会（平成24年5月9日） 
・審議課題の選定に先立ち、第1期～3期の区民会議の審議課題や取組について紹介 

・20 名の委員がそれぞれの活動や普段の生活を通じて感じている地域課題について把握するための

「地域課題把握アンケート」調査を実施 

■第1回宮前区区民会議（平成24年5月22日） 
・アンケートの結果として抽出された8分野47課題の発表 

・各課題の提案者から内容説明 

 

２  課題の絞り込み （47→39→28→９課題へ） 第１回準備部会 
 

■第1回準備部会（平成24年6月12日） 
・課題の絞込み。内容が重複していた課題を統合して39課題に 

・「既に対応中のもの」「地域での課題解決が困難なもの」「要望などにとどまってしまうもの」な

ど11課題を区民会議で取り扱わないことを決定しました。 

・残った28課題について投票し、得票の多かった9課題を抽出 

 

３  専門部会の立上げ 第２回準備部会～第２回会議 
 

■第２回準備部会（平成24年7月10日） 
・9課題について、区や市が行っている取組について説明 

・「地産地消：農」の課題については、直売所マップや展示即売イベント、家庭菜園講習や宮前産野

菜を使った料理コンテストなど市や区による取組が進められていることを踏まえ、取り扱わないこ

とを決定 

・残った８つの課題を、「環境を活かした人づくり」と「地域間・世代間の交流を深める」の大きく

２つのテーマに分類（次ページ参照） 

■第２回宮前区区民会議（平成24年８月27日） 
・２つの審議テーマについて、各委員に希望テーマのアンケート 

「環境を活かした人づくり部会（11名）」と 

「心を育てる地域と世代部会（10名、当初は「仮称）地域・世代間交流部会）」 

の二部会を立ち上げ 

 

事前打合せ会（5/9） 

地域課題把握アンケート 

第1回宮前区区民会議（5/22） 

宮前区の地域課題 

８分野 

47 課題の抽出 

 

 第 1回準備部会（6/12） 

① 重複課題の統合 

② 区民会議での審議に 

なじまない課題の除外 

③委員による投票 

課題の絞り込み

39→28→９課題

 

第２回準備部会（7/10） 

区の取組の説明、重複課題の除外

２テーマ８課題 
第２回宮前区区民会議（8/27） 

２専門部会 

の立ち上げ 

１ ３ ２ 
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■各部会の審議テーマ 
 

環境を活かした人づくり部会 審議テーマ 
 

１． スポーツの推進 
スポーツ指導者の養成、スポーツセンターの活用、健康の増進 

２． 花・緑・川など身近な環境 
四季の散歩道、緑化団体のイベント、花の配布、ポイ捨て禁止、 

花に関する講習会、緑化団体の区内表彰 

３． 区民主体のお祭り 
参加のみでなく手伝いできるイベント、まちづくりへの積極的な関与、 

ウォーキング大会の実施 

 

 

 

心を育てる地域と世代部会  審議テーマ 

１． 町内会・自治会・子ども会の活性化 
助け合いができるまち、こどもたちのふるさとづくり、子ども会活動の工夫、 

町内会・自治会の好事例を紹介、防災対策などもＰＲ 

２． 子育て親の地域意識醸成 
子育てグループメンバーの囲いこみ、子育ての仲間づくりから地域の仲間づ

くりへ、自己実現につながる講座・講習の開催 

３． こどもの教育を支援 
ボランティアによる学習支援、宮前は「教育の区」というイメージの発信、 

子どもの居場所、家庭教育支援、様々なスキルを通しての世代交流 

４． 定年後の生きがい探し 
高齢者のボランティア活動への参加、生涯学習の充実 

５． 孤独死・孤立死問題 
高齢者の居場所づくり、隣近所の交流ある地域づくり、救急搬送時の諸連絡、

町内会・民生委員・行政の連携による見守り組織 
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第２章  全体会議・企画部会・準備部会 
 

１．全体会議開催経緯 （準備部会含む） 
第4期宮前区区民会議委員全員が集まる全体での会議は、レクリエーションや審議課

題の選定を目的とした事前打合せ会や準備部会を含め、全８回。以下のような経緯で開

催されました。 

それぞれの会議では今期の区民会議で取り上げる審議テーマや課題解決の提案につな

がる審議、部会の経過報告等が行われた他、宮前区地域課題対応事業の評価、区民会議

委員の出身団体の活動紹介など、協働や自治に関わる情報の提供もありました。 

【会議の記録】 

事前打

合せ会 

５月9日（水）18:00～20:20 

出席委員19名 

宮前区役所 

4階大会議室 

■自己紹介 

■区民会議概要説明 
・川崎市自治基本条例、区民会議条例の説明 

・区民会議の活動目的  

・第 1期～第３期の取組紹介  

■地域課題アンケート配付 

 

第1回 
５月22日（火）18:00～20:00 

出席委員19名 

宮前区役所 

4階大会議室 

■委員長・副委員長選出：直本委員長、黒沢副委員長、宮﨑副委員長 

■審議テーマの選定 
・地域課題把握アンケートでの各課題提案者による概要説明 

 

準備部会

① 

６月12日（火）18:15～20:00 

出席委員16名 

宮前区役所保健福祉センター

１階 集団教育ホール 

■審議テーマの選定 
・重複課題の統合 

・区民会議の審議に適した課題の選択 

・委員投票により 9課題に絞り込み 

 

準備部会

② 

７月10日（火）18:15～20:00 

出席委員17名 

宮前区役所保健福祉センター

１階 集団教育ホール 

■審議テーマの選定 
・区の取組の情報共有 ⇒「農」の課題は取組の重複を避けるため除外 

・残った 8課題を２テーマに分類 

「環境を活かした人づくり」「地域・世代交流の交流を深める」 
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第２回 
８月2７日（月）18:15～20:00 

出席委員20名 

宮前区役所 

4階大会議室 

■準備部会の審議経過報告 

■区民会議提案が実行された事例の発表 

・高齢者の見守り（第 1期提案）…川田 和子さん：鷲ヶ峰西住宅自治会 

・冒険遊び場（第 2期提案）…久保 浩子さん：冒険遊び場支援委員会 

・みやまえカルタ（第 3期提案）…髙木 一弘さん：みやまえカルタ制作実行委員会 

・情報サポーターズ（第 3期提案）…持田 正美さん：第３期区民会議 地参知笑部会長 

■部会の立ち上げ  

・仮称）環境を活かした人づくり部会  

・仮称）地域・世代間交流部会 

 

第３回 
11月 20日（火）18:15～20:00 

出席委員17名 

宮前区役所 

4階大会議室 

■審議経過報告 

・環境を活かした人づくり部会 

・仮称）地域・世代間交流部会 

■区民会議フォーラム企画案について 

・区民会議を体験するウォークラリー企画で調整 

・区民会議委員が主体的に運営をしていくことを確認 

 

第４回 
２月１３日（水）18:15～20:00 

出席委員17名 

宮前区役所 

4階大会議室 

■審議経過報告 

・環境を活かした人づくり部会 

・仮称）地域・世代間交流部会 

■区民会議フォーラム実施計画について 

・役割分担・企画詳細の決定など 
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２．企画部会開催経緯 
企画部会は、委員長、副委員長、各専門部会部会長が集まり、各専門部会の審議状況

の確認、全体会の議事進行の検討、フォーラム実施案の決定などを審議内容として、計

４回開催しました。 

【会議の記録】 

第１回 
８月10日（金）17:30～19:30 

出席委員4名 

宮前区役所 

4階第１会議室 

■第２回全体会の議事内容検討 

■審議課題の絞込みについて 
 

第２回 
９月1２日（水）18:00～19:30 

出席委員４名 

宮前区役所 

4階第 3会議室 

■第1回専門部会議事内容検討 

■今後の審議の進め方について 

 

第３回 
11月１日（木）18:00～20:00 

出席委員５名 

宮前区役所 

4階第 3会議室 

■第1・２回専門部会議事内容報告 

■第３回全体会の議事内容検討 

 

第４回 
１月17日（木）16:00～18 :00 

出席委員５名 

宮前区役所 

1階地域振興課内会議室 

■第4回全体会の議事内容検討 

■区民会議フォーラムの企画検討 
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第３章  環境を活かした人づくり部会 
 

１．これまでの議論経過 

【目指すところ】 

○地域の環境を保全・活用し、よりよい地域にしていこうという担い手を増

やす取組を行う 

【会議の記録】 

第1回 
9月 20日（木）18:15～20:00 

出席委員9名 

宮前区役所 

4階第 2会議室 

■当面の部会の審議スケジュール決定 

第１回：フリートーク 

第２回：意見集約・方向づけ 

第３回～：具体的な提案の検討 

■部会ミッションの共有 

目標：地域に参加する「人づくり」 

…コンテンツの充実・情報発信⇒参加したいと思わせるキッカケづくり 

…身近な環境を活用したコンテンツづくり⇒公園の花・緑、健康づくりなど 

■環境を活かした人づくりの先進事例紹介 

菅生緑地の水沢森人の会や、南野川ふれあいの森の野川はあもなどが挙げられた 

■部会長選出 互選により、佐々木部会長を選出 

 

第２回 
10月４日（木）18:15～20:00 

出席委員９名 

宮前区役所 

4階第 1会議室 

■既存の活動に関する情報・意見交換 

・緑の基本計画、宮前平駅・鷺沼駅周辺地区緑化推進重点地区計画の確認 

・まちづくり協議会で公園設備や利用状況の調査を実施したことがある 

・水沢森人の会が学校と連携した活動を展開 

・各公園体操の活動頻度を公園体操マップで確認 

・公園等の花壇整備活動 

・既存の活動団体等に入り込む最初の一歩が難しい 

・複数の目的が混在する企画を通じて相互の参加意識を高める取組 

例：フロンタウンさぎぬまのポールウォーキング＆サッカー観戦ツアー 

・区内で活動が活発な現場を見学し、今後の議論につなげたい 

 

■見学会を開催することに。詳細は13ページ 
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第３回 
12月 6日（木）18:15～20:00 

出席委員９名 

宮前区役所 

4階第 1会議室 

■区内事例見学会振り返り 

・区内でも知らないところが多かった 

・特に好事例だけを見た、良いものを他の地域に波及させると良い など 

■課題と取組の方向性に関する意見交換 

事例紹介 

・街路樹アダプト制度、樹木のオーナー制度（宇都宮市・姫路市のホームページなどから）

 意見交換 

・花壇は行政で整備しないので、花壇を増やしていく仕組みづくりを検討 

・記念植樹の並木道 など  

→次回、緑関係を中心に議論。地図を用いたワークショップを実施。 

 

第４回 
12月 17日（月）18:00～20:00 

出席委員８名 

宮前区役所 

4階第１会議室 

■審議素材 
冊子「川崎の公園（平成 23 年）」 

   「川崎市緑の基本計画」…行政計画上の枠組の提示 

■身近な緑の情報共有 大きな地図を用いたワークショップ 
公園、緑地、並木、花壇をプロットして、ビジュアル化 

 ・並木の樹種が豊富。珍しい木もある。 

 ・都市型の緑のみプロットしている。田畑や個人所有の竹林などは情報不足 

→情報整理は一旦終了とし、次回具体的な課題解決提案を持ち寄る 

 

第５回 
３月1日（金）18:15～20:00 

出席委員 10名 

宮前区役所 

4階第 2会議室 

■区民会議交流会の報告：市長講話概要、参加委員感想 

■事例紹介 
H24 川崎市市民アンケート、区まちづくり協議会花と緑の委員会 

川崎市公園緑地協会の講座、緑と花の市民協定（神戸市）、オープンガーデン（神戸市）

■前回宿題に沿って意見交換 ⇒個別の提案については次ページ 

■残り５回の部会の進行スケジュールについて 
４月：各提案の実現性の評価と絞込み・関係者ヒアリング 

以降３回：絞りこんだ案を最終的な提案にまとめる、考え方の補強等 

最後の１回：２年間の反省 

■みやまえ探検！発見！ウォークラリー トークラリーについて 
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２．今後の議論の方向性  
 

第６回部会以降は、以下第５回で挙がった具体的な提案について議論を

深め、それぞれの課題解決案を整理し、実現性の検討や方法論の確認、絞

込みなどを行う。 

 
 
【第５回部会で挙がった14の具体案】 

①宮崎第１公園美化推進ボランティア団体の結成 
②菅生緑地へプレーパーク常設化 
③ボランティア団体の拠点としてクラブハウス設置 
④公園整備（樹木・草花への名札付け、公園を利用したコミュニティづくり）
⑤街路樹を活かしたまちづくり 
⑥「花いっぱいフェスタ」の開催 
⑦各中学校区の公園の植生調査 
⑧週６日間の公園体操の実施 
⑨区内の良いところを巡る「みやまえマラソン」の実施 
⑩坂道ウォーキングの継続的な推進 
⑪国道 246号線の斜面地雑草帯の緑化活動 
⑫矢上川の周知 
⑬緑化活動団体のＰＲ・認知度向上 
⑭平瀬川水源の確保 
 

⇒特定の場所の課題についてはできるだけ一般化し、実現可能性等も踏まえ、審議

を進める 
 

 
 

【今後部会で議論を進める上での考え方】 

■数ある課題解決方法を実現可能な提案としていくための議論を深める 

■関係者へのヒアリングなどを通して情報武装 

■地域課題を提示すること自体も区民会議の役割、どんどん挙げていく 
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３．現況調査 
 

第２回部会審議を受け、宮前区内の自然・緑を活かした市民活動の現場と現状を理

解するための見学会を実施しました。 

 

①水沢の森見学ツアー（個人参加） 
日時：平成24年10月21日 11時～12時半 

出席：部会委員５名 

場所：菅生緑地西地区（宮前区市民健康の森 水沢の森） 

目的：「環境を活かした人づくり」が行われている現場を見学 

内容：区民祭のプログラムとして行われた水沢の森見学ツアーに各委員が個人で

参加。水沢の森で活動をしている団体「水沢森人の会」のメンバーの説明

をうけ、芋掘りや竹コップづくりなどの体験を通して活動の現場を学ぶ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    菅生緑地東地区へ集合        菅生緑地西地区（水沢の森）の広場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   緑地内の竹林を整備する中で余分な竹を使いコップづくりを行う。 

子どもたちも水沢森人の会の活動に参加していた。 
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②事例見学会（部会企画） 
  日時：平成24年11月14日 9時～12時 

出席：部会委員９名 

場所：★宮崎第４公園、★宮崎台コミュニティガーデン、宮崎台駅前桜並木 

   東名川崎ＩＣ前花壇、★とんもり谷戸、★平瀬川、鷺沼駅前桜並木 

目的：区内で活動が盛んな地域を巡り、関係者に話を聞く 

内容：区内各地をマイクロバスで移動し、それぞれの現場を確認するとともに、

上記★のついた各場所で、活動団体関係者による説明を受け、理解を深める。 
 

       
                     宮崎第４公園の斜面地   

 

     
       平瀬川の様子          とんもり谷戸 
 

協力：宮崎フローラクラブ、緑の里山の会、グリーンフォーラム21みやまえ、 

   平瀬川流域まちづくり協議会、とんもり谷戸の自然を守る会 

 

【参加者感想・意見（第3回会議での振り返りより）】 

○知らなかったところが多かった。第4公園ではポールウォーキングの講座ができ

そう。 

○詳細な説明があり、それぞれの場所の印象が変わった。 

○どこも良い場所だがアクセスが悪いのが残念。 

○良い資源があったが、どうやって区民に知らせるか、来てもらうかが課題だ。 

○好事例に刺激を受けた。水平展開していきたい。 

○活動がうまくいっていない箇所も調べたい。中間支援組織と連携してはどうか。 
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第４章  心を育てる地域と世代部会 
 

１．これまでの議論経過 

【目指すところ】 

○子ども・親・地域の人々の交流を通して「心の教育」をすすめ、地域で

お互いを見守り認め合うコミュニティの形成を目指す 

【会議の記録】 

第1回 
9月 25日（火）18:15～20:00 

出席委員9名 

宮前区役所保健福祉センター

1階集団教育ホール 

■審議テーマの確認、課題と取組の方向性に関する意見交換 

課題：既存の活動団体や組織の高齢化→新たな参加者を取り込みたい 

取組の方向性：①世代・分野を超えた交流を推進することで活動を活性化 

⇒新たな人材の発掘を図る 

②徒歩圏である小学校区を地域の基本単位として意識して、取組を検討 

■部会長選出 互選により、大槻部会長を選出 

 

第２回 
10月 16日（火）18:20～20:00 

出席委員８名 

宮前区役所 

4階第 1会議室 

■区内の「わくわくプラザ」で運営現況の報告 

■先進事例紹介 

・コミュニティ・スクール（福岡県飯塚市） 

・学区連絡協議会（名古屋市天白区） 

・ＰＴＡ主催インターンシップ（福岡県福津市） など 

■課題と取組の方向性に関する意見交換 

・学校と地域の連携に向けた課題の整理 

  学校側の課題：学校が抱える問題やニーズの把握 

地域との連携への道筋や内容の明確化 

地域が入ることへの学校側の抵抗感や理解不足 など 

  地域側の課題：自治会等の高齢化 若い人や新しい人が入りにくい環境 

 既存の活動事例：菅生中プラスワン、稗原小算数名人 など    

家庭教育・地域教育の課題：核家族化、自然体験機会の減少 

道徳観の喪失、価値観の多様化 など 

■取組の方向性 

・地域で多世代交流の場をつくることによる教育支援 

・宮前区の特色を活かした戦略性をもったまちづくり 

 

学校・地域連携の現状把握のために、区内小学校アンケート調査の実施を決定 
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第３回 
12月 12日（火）18:15～20:10 

出席委員10名 

宮前区役所 

4階第 1会議室 

■学校支援センターの活用状況について（担当者にヒアリング） 

■区内小学校の地域との連携活動アンケート調査結果について 

■事例紹介 

・町内会・自治会加入促進マニュアル（室蘭市） 

・多摩区地域コミュニティ活性化支援事業（川崎市多摩区）ほか 

■課題解決への提案の検討 

・学校支援センターの課題：他組織との連携…社協などとの連携 

広報強化…まだ知名度が低い 

コーディネート機能…学校ごとにできると良い 

・小学校の課題（アンケート結果より）：教員の負担、仕組みづくり、情報発信、場の開放

・地域全体の課題：自治会強化…一部役員以外、地域を知らない現状 

潜在人材の発掘…地域や学校と関わろうとしない親 

地域の潜在的人材の発掘 

 

第４回 
1月 10日（木）18:15～20:00 

出席委員８名 

宮前区役所 

4階第 3会議室 

■事例紹介 

・川崎市自治会加入勧誘資料ほか 

■審議テーマの確認、課題と取組の方向性に関する意見交換 

・地域・世代間交流実現のポイント：キーワードは“心の教育” 

イメージは…学校以外の場で分野や領域を越えた連携を行う 

地域でコーディネーターを育成し、新たな人材を獲得する 

既存の場や施設をうまく活用する 

・提案の方向性：モデルケースの紹介、既存の活動や組織のリニューアルなど 

 

第５回 
３月８日（金）18:15～20:00 

出席委員10名 

宮前区役所 

4階第１会議室 

■区民会議交流会の報告：市長講話概要、参加委員感想 

■審議テーマの確認、課題と取組の方向性に関する意見交換 

・既存の連携活動：第２社協、「風の泉」の九九学習支援、こ文運営協議会など 

         同じ目的を持つ活動の存在→うまく連携・支援ができないか 

・目指す交流の場のイメージ：学校以外の場、高齢者が活躍できる機会がある 

総合的な視点から交流が進められている 

・人材の発掘・調査：体験や知識を持つ地域人材のリスト化ができないか 

・“心の教育”で伝えたいこととは→礼節等含めた「文化の継承」ではないか 

■部会名称の決定 「心を育てる地域と世代部会」 
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２．今後の議論の方向性 
 

第５回部会の議論を受け、具体的な提案に向けて審議を続ける。 

 

【今後部会で議論を進める上での考え方】 

■既存の市民活動を活性化させ、活動を展開しやすく支援をしていく 

■学校支援センターの広報強化などによる活性化 

■新たな地域人材の発掘と活躍の場の提供 

■先進事例の紹介やモデル実施など、活動の動機付けとなる啓発 

 

【今後の審議の方向性】 

■既存の活動団体や地域の構造の整理 

■活性化・支援の対象となる既存の活動や事例の選定 

■具体的な手法・方法・担い手など 

 

３．現況調査 
審議を進めていく上で、学校と地域の連携の現況を把握するために以下の調査を行

いました。 

 

①学校支援センター利用状況のヒアリング調査 
平成24年 12月 12日に開催された第 3回の部会に宮前区役所こども支援室学

校地域連携担当の山田担当課長を招いて、宮前区の学校支援センターの現状につい

てヒアリングを行いました。主に以下のような現況・課題を把握することができま

した。 
 

○学校支援センターは平成 21年度に始まった取組で、現在は７区全区にある。 
  
○宮前区では事務局員４名（教職員ＯＢ）が、平日午後に交代で勤務している。区役所内にデ

スクと電話が１台ある。週に１度、事務局員そろっての打合せを実施している。 
  
○登録制の無償ボランティアと学校側のニーズに合わせて紹介しているが、交通費も支給でき

ないため、地域レベルのコーディネートが難しい。 
  
○事務局員による学校訪問調査では、特別学級の支援、運動指導（クラブ活動含む）、技能（ミ

シン、版画、パソコン等）指導、水泳指導時の監視などのニーズが高かった。  
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②区内小学校での地域連携・交流、地域人材の活用現況調査 
  区内小学校における地域との連携・交流、地域人材の活用現況をより詳しく把握

するため、区内の市立小学校全17校を対象とし、アンケート調査を実施しました。

調査の概要や主な結果は以下の通りです。 

 

１． 授業内における地域との連携・交流、地域人材の活用（カッコ内 実施校数） 

○伝承遊び（14 校）、農業体験（14 校）、社会科見学・職業体験（９校）、伝統文化体験（８

校）などの実施校が多い。 

○音楽鑑賞や楽器や合唱の指導、そろばん、英語、水泳、図工などの授業で専門的な技術や

知識をもった地域の人材を活用している例（12校） 

○その他、郷土史のお話、福祉教育、地域の自然教育、国際交流、クラブ活動支援など、多

分野・多岐にわたり、実施されている。 
 

２． 授業外における地域との連携・交流、地域人材の活用（カッコ内 実施校数） 

○バザーやフェスティバル等のイベント（13 校）、登下校時等のパトロール活動（９校）、

交通安全教室（７校）などの実施例が多い。 

○ＰＴＡやおやじ会などが積極的に活動を展開している事例がある。 

○その他美化活動、福祉交流、あいさつ運動、学校行事支援などの例もある。 
 

３． 学校から地域への広報活動 

○学校だよりの発行が全 17 校で行われ、行事予定、学校の様子、ボランティア募集などの情

報が掲載されており、保護者配布や町内会回覧などで地域にも公開されている。発行頻度

は月１回～年３回程度。 

○その他ホームページ、公開事業、行事公開等が行われている。 
 

４． 地域との連携・交流の障害や課題となっているもの（カッコ内 実施校数） 

○複数選択式で回答いただいたところ、財源の不足（12 校）、時間の不足（10校）、教職員

の負担（７校）を挙げた学校が多い。その他手続きの複雑・面倒さ（４校）、地域資源・

人材の情報の不足（４校）を挙げた学校もある。 
 

【全体総括】 

○ 想像していたよりも、多様・多岐にわたる事例があり、かなり地域人材の活用が進

んでいると感じた。 

○ ＰＴＡやおやじの会などの活動が盛んなのは宮前区の財産である。 

○ ただし、連携・交流という意味では、個人・個別レベルでのつながりが多く、今後

発展性や地域全体の認知、ニーズとボランティアのマッチングやコーディネート

という意味では、まだまだ課題があると感じた。 

○ 学校側は財源や時間の不足を課題と感じており、現状の中で学校側に現状以上の活

動をお願いすることは現実的でなさそうである。 
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第５章  宮前区区民会議フォーラム 

      みやまえ探検！発見！ウォークラリー トークラリー 
 

１．企画概要 
第 4 期宮前区区民会議の中間報告や認知度向上を目的として「区民会議フォーラム 

みやまえ探検！発見！ウォークラリー トークラリー」を開催しました。 

従来のフォーラムは室内だけでの開催でしたが、今回は地域の現場や第1期～第 3期

の区民会議の提案から生まれた活動や成果などを体験してもらいました。今期の区民会

議の審議テーマとなっている「人づくり」や「世代間交流」についても、参加者や区民

会議委員を交え様々な視点で話し合ってもらいました。 

 

タイトル：みえまえ探検！発見！ウォークラリー トークラリー 
 

日  時：平成25年３月20日（水・祝）10:00～14:00 
 

会  場：宮崎台駅・鷺沼駅・宮前区役所周辺及び宮前区役所庁舎内 
 

企画概要：①参加者と区民会議委員の混成チームによるウォークラリー 

      ・宮崎台コースと鷺沼コースの2コースを実施 

      ・途中チェックポイントで区内の名所や市民活動を紹介・体験 

②チーム対抗によるみやまえカルタ、宮前クイズゲーム 

     ③地域の「担い手育成」「世代交流」をテーマとしたトークラリー 
 

募  集：①チラシ（公共施設のラック、区民会議委員の口コミ、自治会・町内会の

回覧等を通じて配布） 

     ②市政だより宮前区版 

     ③ホームページ 

④区民会議だよりへの掲載 

⑤地域情報誌への掲載 

 

※ウォークラリー各コース30名 

計 60名を上限に募集 

 

協  力：東急電鉄住まいと暮らしのコンシェ   

ルジュ鷺沼駅前店、にこにこ体操会、

株式会社川崎フロンターレフロンタ

ウンさぎぬま、宮崎第４公園太極拳、

みやまえカルタ制作実行委員会、宮

前コミュニティガーデン実行委員会 
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２．ウォークラリー開催結果（午前） 
 
ウォークラリーは、宮崎台コースと鷺沼コースの2コースで実施しました。当日は１

０代から80代まで、多世代の参加者による10名ほどのチームを4チーム編成し、そ

れぞれ地図を頼りに東急田園都市線の宮崎台駅や鷺沼駅から、宮前区役所を目指して歩

き出しました。 

 

道中では坂や公園の名前、建物の様子などを問題にしたクイズ（8 問）を解きながら

歩きました。また、各コース2箇所にチェックポイントが設けられ、そこで活動する市

民活動団体等が参加者を迎えると共に、活動の紹介や体験プログラムを実施しました。

また、ゴールの宮前区役所では、区誕生 30 周年記念キャラクター宮前兄妹との記念撮

影を行い、その写真が当日のお土産として配られました。 

 

① 宮崎台コース 
■コース概要 ◆は区民会議提案に関する内容 
 集合：宮崎台駅前広場 

  →さくら坂、長坂、庚申坂 （◆第３期区民会議提案 坂道ウォーキング） 
→第 1チェックポイント：宮崎台コミュニティガーデン 

活動紹介…コミュニティガーデンの活動 

活動体験…ガーデンで育てているハーブを材料としたハーブティー 

→第２チェックポイント：宮崎第４公園 

活動紹介＆体験…太極拳、公園体操 （◆第１期区民会議提案 地域ぐるみの健康増進） 
→宮前区役所 

 

   
宮崎台駅前ガーデンを視察      さくら坂を下る参加者たち 
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コミュニティガーデンで活動紹介    宮崎第4公園で太極拳を体験 

  
② 鷺沼コース 
■コース概要 ◆は区民会議提案に関する内容 
 集合：東急電鉄 住まいと暮らしのコンシェルジュ鷺沼駅前店 

→第１チェックポイント：鷺沼ふれあい広場 

フロンタウンさぎぬま施設見学・活動紹介 

ポールウォーキング体験 （◆第３期区民会議提案 坂道ウォーキング） 
→第２チェックポイント：鷺沼北公園 

活動体験…眺望体験、三角点紹介 （◆第３期区民会議提案 宮前区の情報発信） 
→宮前区役所 

  
カルタで鷺沼の地名の由来を紹介   ポールウォーキング体験準備運動 

  
  鷺沼北公園の眺望をバックに  区役所に到着し、宮前兄妹と記念撮影 
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３．みやまえカルタ＆みやまえクイズ（午後） 
 
昼食休憩の後、ウォークラリーチーム対抗でみやまえカルタとみやまえクイズに挑

戦しました。（◆第 2期区民会議提案 みやまえカルタ、◆第 3期区民会議提案 宮前区の情報発信） 
 
みやまえカルタは区民会議の提案から宮前区誕生 30 周年記念で作成され、全区版

のカルタで挑戦。「カルタなんて何十年ぶり」という参加者もいましたが、いざゲー

ムが始まると大人も子どもも熱中して、たくさんの笑顔が見られました。 
 
 
みやまえクイズは、「宮前区内の一級河川の本数」「宮前区のキャッチフレーズ」

「宮前区内の鉄道駅の数」など宮前区の地理や歴史にちなんだ 20 問のクイズが出題

され、チーム毎に 10 分の制限時間内に３つの選択肢から答えを選びました。「結構

むずかしい」という声も聞かれましたが、どのチームも熱心に答えを相談する姿が見

られ、終了後配付された解答解説集に熱心に目を通している参加者もいました。 
 
 
   ２つのチーム対抗のプログラムを体験したことにより、チーム内の交流が更に深ま

ったようでした。 

 

  
     白熱したみやまえカルタ      見つけた札に身を投げ出す姿も 

 

  
クイズの答えをチームで相談        みんな真剣です 
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４．トークラリー（午後） 
  カルタとクイズの後は4階の大会議室に集まり、トークラリーとして各班ごとに話し

合いを行いました。 

各班のテーブルには区民会議委員が加わり、イベントの感想や各チームの交流の様子

を伺いました。その後、今期の区民会議テーマである地域での「担い手育成」や「世代

間交流」に関連して、参加者自身の近所づきあいや市民活動への参加を増やすアイデア

や課題などをテーマとして区民会議委員とともに活発な意見交換が行われました。 

 

  
 

  閉会前にはウォークラリー中のクイズ、みやまえカルタ、みやまえクイズの成績を総

合した各チームの成績が発表されました。発表と同時に各チームから歓声があがり、笑

顔が見られました。優秀チームには宮前区の名産やみやまえカルタなどが賞品として贈

呈されました。 

  

 【参加者のコメントから（一部）】 

・ 良い企画だったと思う。宮前区の知らなかったところを知ることができた。 

・ 土日しか休みがなく、平日の市民活動には気持があってもなかなか参加できない。 

・ 情報としては入ってきても、参加するには勇気が必要。誰かから直接声をかけて

もらうことが参加への近道ではないか。 

・ テーマが明確だと活動に参加しやすい。地域のサークル活動をもっと増やせると

良いのではないか。 

・ 区民会議のことは知らなかったが、一日を通じて知る事ができた。もっと区民会

議の認知度を上げ、親しみをもってもらうことが必要ではないか。 

 

５．今後の審議につなげていくため 
平成 25 年４月に開催する両専門部会では、フォーラムの振り返りを行い、参加者の

方々からいただいた意見を今後の審議に活かし、課題解決につながる提案の検討を進め

ていきます。 
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第６章  その他の活動 
       
１．みやまえ区民会議だよりの発行 
区民会議の周知広報を目的とし、審議状況や関連事業等の情報を掲載した「みやまえ

区民会議だより」を2号発行し、町内会・自治会を通しての回覧や行政施設内での配布

などによりＰＲしました。（26～28ページ：資料編参照） 

 

号数・仕様等 掲載内容 

第 22号 8月 1日発行号 

Ａ４フルカラー4ページ 

■区民会議始動  

■区民会議のしくみ 

■第4期区民会議委員の紹介 

■第３期区民会議提案の進捗状況報告 

第 23号 3月 1日発行号 

Ａ４モノクロ2ページ 

■区民会議フォーラム開催案内 

■第３期提案「ぐるっとみやまえ」発刊 

■専門部会審議経過報告 

 

 

２．区民会議交流会への参加 
各区の委員が集まり、取組状況や運営方法の情報交換を行うとともに、相互の連携を

深めることで今後の区民会議の発展につなげることを目的に７区の区民会議交流会が開

催されました。宮前区からも7名が参加しました。 

 

２月1４日（木）18:00～19:30 

出席委員７名（７区で70名の参加） 

中原区役所 

５階会議室 

■市長講話：区民会議について 

・区民会議の目的、区民会議の課題、委員の皆様へ期待すること など 

■７区委員の交流会：区民会議の認知度向上について 

・全員で８グループに分かれ、約 50 分間の意見交換 

 

■参加委員の感想 

・細かいサービスは行政では手が届かないので地域

の方の協力をいただきたいという点が印象深か

った。 

・区民会議の知名度が低いのは実行が伴っていない

からだと改めて感じた。できるだけ提案の段階で

具体的なものにしていきたいと思う。 

・フォーラム（ウォークラリー トークラリー）の
企画が他区の委員に好評だった。 
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資料編 
１．審議課題選定過程整理表  （黄色の項目は現在まで審議を継続している課題） 
 

分野 番号 ジャンル 委員アンケートで抽出された 47課題 

安全で快適に暮らす 

まちづくり 

（防犯・防災・交通、 

住環境） 

1 

交通 

通学児童の安全確保（稗原小） 

2 交通不便地域の対応 

3 公共交通不便地域（公共施設、高齢者対応） 

4 交通環境整備 区内の東西交通 

5 
防犯 

宮崎台駅前に交番 

6 子どもの安全確保 

7 

住環境 

トンネルの清掃（梶ヶ谷、尻手黒川線への道） 

8 デザイン性を高める建築物デザインの調和・チラシの作成など 

9 ラブホテル建設 

10 

防災 

災害に強い地域（電力、医療・薬、独居高齢者など） 

11 防災関連（避難路・場所の確認、水・食料の備蓄など） 

12 防災対策（各家庭での備え、備蓄、帰宅困難者対応など） 

幸せなくらしを 

共に支える 

まちづくり 

（地域福祉・健康） 

13 

健康 

健康増進（医療保険料、生活習慣病、介護者などの増加） 

14 スポーツ指導環境の充実（生涯スポーツ団体） 

15 坂道を活かしたまちづくりの長期的な推進 

16 地域福祉 福祉ゾーンの形成（施設招致など） 

17 
高齢者 

孤立死の防止、交流イベントや集まれる場の設定 

18 孤独死・孤立死問題、見守りの組織づくり 

人を育て 

心を育む 

まちづくり 

（子育て・生涯学習・人権） 

19 

子育て 

「地域」意識の向上 子育て卒業が地域卒業になってしまう 

20 地域高齢者による子育て支援や学習支援の強化 

21 家庭教育の支援強化 

22 生涯学習 定年後の生きがい探し 

環境を守り 

自然と調和した 

まちづくり 

（エコ・自然・公園） 

23 

自然 

環境問題（花とみどりのまちづくり） 

24 住民の手による「緑あふれるまちづくり」の推進 

25 緑の保全、緑のある地域づくり 

26 平瀬川の水質（地下水路からの汚水の流入、モニター化） 

27 公園 土橋 7丁目公園にトイレ設置を 

28 エコ 廃棄物の減量化（まちづくりでの取組） 

活力にあふれ 

躍動する 

まちづくり 

（産業振興） 

29 
農業 

農業の育成（分散農地の効率化など） 

30 農産物地産地消の推進 

31 
産業 

起業家塾の提案 

32 地場産業活性化（中堅企業の育成） 

個性と魅力が輝く 

まちづくり 

（魅力発信・芸術振興） 

33 

魅力 

友好都市との交流（長野県佐久市など） 

34 観光大使、親善大使の組織化 

35 新住民に対する地域の広報 

36 音楽のまちに合った施設や競技場の建設 

参加と協働による 

市民自治のまちづくり 

（地域コミュニティ・ 

区役所サービス） 

37 

区役所ｻｰﾋﾞｽ

区ホームページの充実 

38 多すぎる回覧物 

39 地域サービスのネット検索システムの導入 

40 

地域ｺﾐｭﾆﾃｨ

みんなが参加できるお祭り 

41 世代間交流機会の増加 

42 世代間交流（幅広い世代が参加できるグループ） 

43 「地域」意識の向上（30～40 台をターゲットに） 

44 町内会、子ども会の加入率減少対策 

45 町内会・自治会活性化 

46 コミュニティづくり（地域の輪や近隣のつながり） 

その他 47 その他 第 1期～第 3期の提案の見守りと検討 
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第 1回準備部会 絞り込み →９課題 第 2回準備会、第 2回全体会 専門部会の立上げ →８課題 

除外：区所管課対応中 

― 

委員投票で落選 

除外：県への要望にとどまる 

委員投票で落選 

除外：毎年整備補修予算計上 

委員投票で落選 

除外：噂にすぎないことが判明 

除外：地域防災計画見直し中 

委員投票で落選 

除外：地域防災計画見直し中 

委員投票で落選 

「スポーツ環境の充実」 「スポーツの推進」 環境を活かした人づくり部会 

委員投票で落選 
― 

委員投票で落選 

「孤独死・孤立死問題」 「孤独死・孤立死問題」 心を育てる地域と世代部会 

「子育て親の地域意識」 「子育て親の地域意識醸成」 心を育てる地域と世代部会 

「高齢者による学習支援」 
「こどもの教育を支援（学力・家庭教育）」 心を育てる地域と世代部会 

委員投票で落選→統合 

「定年後の生きがいさがし」 「定年後の生きがいさがし」 心を育てる地域と世代部会 

「花と緑のまちづくり」 

 

 

「花・緑・川など身近な環境」 環境を活かした人づくり部会 

除外：関係局への要望→統合 

除外：関係局への要望に留まる ― 

委員投票で落選→まちをきれいに統合  

除外：関係局への要望に留まる ― 

「地産地消の推進」 区の取組や第 3期の議論経過から不採用を決定 

委員投票で落選 

―  

委員投票で落選 

委員投票で落選 

委員投票で落選 

除外：要望に留まる 

委員投票で落選 

委員投票で落選 

委員投票で落選 

「参加できるお祭り」 「区民主体のお祭り」 環境を活かした人づくり部会 

委員投票で落選→統合  

委員投票で落選 ― 

「町内会・子ども会活性化」 「町内会・自治会・こども会の活性化」 心を育てる地域と世代部会 

除外：継続事項 ― 
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２．みやまえ区民会議だより 第２２号 
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．みやまえ区民会議だより 
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２．みやまえ区民会議だより 第２３号 
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３．第４期宮前区区民会議 名簿 （敬称略） 
 

 
部会 

氏 名 選出区分 分  野 団体名等 企
画 

環
境
人 

こ
こ
ろ 

1   ○ 平井
ひ ら い

 賞子
しょうこ

 団体推薦 ①防災・地域交通 宮前区安全・安心まちづくり推進協議会 

2  ○  大村
おおむら

 康
こう

平
へい

 団体推薦

②福祉・健康 

宮前区社会福祉協議会 

3  ○  福田
ふ く だ

 美
よし

亘
のぶ

 団体推薦 宮前区老人クラブ連合会 

4  ○  森山
もりやま

 征男
い く お

 団体推薦 宮前区スポーツ推進委員会 

5   ○ 田浪
た な み

 由紀子
ゆ き こ

 団体推薦

③子育て・教育 

宮前区子ども・子育てネットワーク会議 

6   ○ 豊島
て し ま

 このみ 団体推薦 宮前区民生委員・児童委員協議会 

7 ○  ◎ 大槻
おおつき

 幹雄
み き お

 団体推薦 宮前区地域教育会議 

8  ○  本郷
ほんごう

 一雄
か ず お

 団体推薦 ④自然・生活環境 グリーンフォーラム21みやまえ世話人会

9 ○  ○ ☆宮
みや

﨑
ざき

 孝
たかし

 団体推薦 ⑤産業・まちの活力 宮前区商店街連合会 

10  ○  白井
し ら い

 志津子
し づ こ

 団体推薦 ⑥文化・観光 宮前区文化協会 

11   ○ 佐藤
さ と う

 林
りん

吉
きち

 団体推薦 ⑦地域組織・ 
まちづくり 

宮前区全町内・自治会連合会（向丘地区）

12  ○  芒崎
のげさき

 八重子
や え こ

 団体推薦 宮前区全町内・自治会連合会（宮前地区）

13  ○  浦野
う ら の

 珠里
じ ゅ り

 団体推薦
⑧地域特性 

フロンタウンさぎぬま 

14  ○  藤田
ふ じ た

 信吾
し ん ご

 団体推薦 宮前区まちづくり協議会 

15   ○ 太田
お お た

 公子
き み こ

 公 募   

16   ○ 岡
おか

 毅
き

一郎
いちろう

 公 募   

17 ○ ◎  佐々木
さ さ き

 良司
りょうじ

 公 募   

18 ○ ○  ☆黒沢
くろさわ

 一之
かずゆき

 区長推薦  宮前区全町内・自治会連合会 顧問 

19   ○ 山下
やました

 浩
ひろし

 区長推薦  第３期宮前区区民会議 委員長 

20 ◎ ○ ○ ★直本
なおもと

 享子
た か こ

 区長推薦  第３期宮前区区民会議 副委員長 

★…委員長  ☆…副委員長  ◎…部会長  ○…部会メンバー 

【区民会議参与】 
    市議会議員 

浅野  文直 竹田 宣廣 
石川  建二 田村 伸一郎 
石田  康博 矢澤  博孝 
織田  勝久 山田  晴彦 
添田 勝  

県議会議員 
飯田 満 
土居 昌司 
持田 文男 
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